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00.

敷地

思い出のある場所や記憶に残る風景はいずれ壊され、建て替えられるでしょう。
そのような場所は建て替えではなく、人々の手で協力しながら生まれ変わらせ、場だけでなく繋がりも再構築する。
そして、住民の居場所がニーズに合わせて変化することができる場を構築し、住民同士の繋がりと活動が活発化し始める。
これが現代における団地の再生計画と考え、本計画を提案する。

生まれ育った東京都町田市「鶴川団地センター商店街」

住宅街

賃貸団地 分譲団地

分譲団地

敷地

　計画敷地である鶴川団地は、元々
山岳地帯だった場所を開発し建てら
れた団地である。その中でも鶴川団
地センター商店街は谷地に位置した
場所であり賃貸団地・分譲団地・住
宅街からのアプローチがしやすく地
域の集いの場となっている。
　周辺には教育施設が多数存在して
いるため、多世代の住民が暮らして
いる。このような良好な敷地である
にもかかわらず、コミュニティの衰
退や高齢化によって後継者不足が問
題となり、現在建て替え計画が進行
中である。

01.リサーチ

02.

鶴川の街の現状を調査して気づいたこと

約30年前 約10年前 現在
・住民同士が協力して場を作り、
　変えていた。

・ワークショップを開き、
　遊具や家具を作っていた。
・多世代との交流が活発

・住民同士の交流が減少
・地域の担い手も不足し、
　地域活動の弱体化
・現在のライフスタイル
　に適応していない

住民が広場を作る・直している様子 遊具・家具を作っている様子

住民間での交流が活発であり、
創作意欲にも溢れていた。 住民同士の繋がりが希薄化。

現在の鶴川団地センター商店街の様子

現在

共同作業への地域住民の参加は
ハードルが高い

作業を容易にすることで参加の
ハードルを下げる共同作業は「もの」を生み出す

だけでなく、「繋がり」をも生み出す

①ボルト・ネジを占める

③引っ掛ける・取り付ける

②はめる

アプローチ03. 〝共同作業〟は再生計画の核となるのでは？

02.

思い出の商店街 更地建て替え

現在の建て替え計画のプロセスには疑念がある

背景

地域の記憶や思い出が詰まっている建築物が、いきなり更地になりよくわからないまま新築の建物が建て
られる決定とプロセスに「喪失感」と「蚊帳の外に追いやられる感覚」を覚えた

思い出の場所・建築物を建て替え計画で再生していいのか？

提案04. 新たな団地の建て替え計画「共同再作生計画」を提案 ①準備段階 

②検討段階 アンケート調査によって街の現状を明らかにし、
                                                 プログラムを決定する

＜町田市の目指す暮らし方＞ ＜アンケートによって見えてきた現状＞

シート例

建築操作に落とし込むため、三者の視点からシートにまとめる。

【物理的環境】

【活動】

【魅力】

鶴川賃貸団地　パーゴラ①

　４本のRC造の柱と鉄骨による梁によっ
て、力強く存在している印象を持ち、来
る人々に安心感を与える。周辺の植栽を
用いることで、木漏れ日空間を生み出し
ていることがわかった。

　植栽によって生まれた木漏れ日空間は、
夏の時期は避暑地として活用され、冬の
時期は太陽の暖かさを楽しめる休憩所の
ようなスペースになったり、子供が登っ
て、木登りが行われそう。

　子供たちが集まり合う場になることに
加えて、親御さんの井戸端会議が起こり
そうな空間になっていて、気持ちの良い
環境になっていて良い。

【スケッチ】

【居場所空間の候補】
・部屋を構成する空間としての一つの候補
→子供達の趣味部屋
→本を読むための屋外閲覧室
→カフェスペース

【物理的環境】

【活動】

【魅力】

鶴川団地　東家②

　鉄の細い柱が 4本中央部でまとまって、
方行屋根を支えている。ベンチは柱の周
りに設置しており、１つだと他の人に背
を向けて座る事になるが、２つにするこ
とで向かい合って座ることができる。

　休憩所として使われることが大変であ
るが、広い公園内にあるのでゲートボー
ルなどのスポーツができるため、その集
合場所の役割や荷物置き場としても使わ
れる。

　２つの東家が連なっていることで、広
く影を落とすので休憩する空間としてと
ても魅力的である。

【物理的環境】 【活動】 【魅力】

鶴川団地　東家①

　６つの木造の柱で構成さ
れており、入母屋屋根と
なっている。長く出た軒先
が東屋内に日陰空間を生み
出しており、小さな集会所
としての役割を果たしてい
る。

　多くの人々が集まれるよ
うにベンチが四面に設置さ
れている点から、休憩所と
しての活動の他に、子供達
はカードゲームをしたり、
おもちゃで遊んだりするこ
とができる。

　大きな入母屋屋根によっ
て、安心して中で活動でき
たり、遊んだりできる。た
だ大人数でないと、空間を
持て余しそうという印象は
持った。

【活用方法】
　屋外空間で、大人数がいても許
容するような大空間には適した形
で、大きな丸太の柱が地域の人々
の記憶にも残っているため、部材
として残す。
→バーベキュー空間
→秘密基地空間
→お茶会
→展示空間

【活用方法】 【物理的環境】 【活動】 【魅力】

鶴川団地　自転車駐輪場①

　片流れの屋根を四つの柱
で支えられている。また、
自転車のサビを防ぐために
風を妨げるような波板材を
取り付けている。

　自転車置き場として色々
な人が集まることになるの
で、そこで立ち話などが行
われ、色々な世代の交流が
生まれることが予想され
る。

　雨風を遮る点から、立ち
話や雨宿りができ色々な人
との交流が生まれる点は魅
力的である。

【活用方法】
→アトリエ空間
→習い事などの練習スペース
→展示空間

　木漏れ日空間内がどこ
までも広がっており、居
心地の良い空間がどこに
いても味わえることが魅
力である。

【物理的環境】 【活動】 【魅力】
　団地内には緑道が数多
く存在し、膝下までの柵
が設置されている。この
柵によって、視界を遮ら
ず空間を仕切っている効
果がある。

　緑道内は木漏れ日空間
となっており、策に座っ
て下校中に話したり、す
ぐ横の公園で遊んだりと、
多世代のさまざまな活動
が行われる。

【活用方法】
団地の緑道は様々な場所に行けるよ
うな入り組んだアプローチになって
いるので、様々な室につながるよう
な動線計画に活用できる

鶴川団地　緑道（動線）①

【物理的環境】 【活動】 【魅力】
　この歩道橋は道路によっ
て分断された団地をつなぐ
橋のような役割もしている
ため、商店街や集会場に行
く人がよく通る場所でもあ
り、人と出会うきっかけの
場となっている。

　高低差を生かし、構造体
は左にある一つの円柱と鉄
骨造の梁で支えている。動
線としては緩やかな階段と
スロープが採用されてい
る。

　この歩道橋からは一体を
見渡せる見晴らしの良さが
魅力の一つである。また、
道路に沿った風も流れ、夏
の時期は心地の良い場所と
なる。

【活用方法】
立体交差の中で様々な交流が生まれ
ると感じた。階段と歩道橋の間で新
たな交流が生まれたりが考えられる
ので動線計画に組み込む。

鶴川団地　歩道橋（動線）②パーゴラ 東家 ストリートファニチャー 自転車置き場

集会所 動線 給水塔

思い出・記憶の一部のモノ・コトを
                                 散歩によってリサーチ、記録する ③計画段階 鶴川団地センター商店街のコンバージョン計画のビジョンと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改修の構成を決定する

商店街 商店街

団地に囲まれた閉鎖的な空間

人があまり来ることなく、イベント・活動が
活発的に行われていない。

＜現状＞

団地住民（高齢化と世帯数の減少） 地域住民
（空き家の増加や移動手段の発達）現状に対応できず、繋がりやコミュニティが

生まれにくくなっている。

分譲団地

賃貸団地

商店街 商店街

＜改修提案＞ 半屋外空間が混在する開放的な空間

団地住民・周辺住民は自分達の居場所空間を
使うために集まり、そこで繋がりの再構築が起こる。

団地住民
（自分の私的空間を使いに来る）

地域住民
（居場所空間の使用とイベント等に参加）地域活動に対応しながら、団地・地域住民が

団地センターを変化させていく。

分譲団地

賃貸団地

半屋外空間

屋内空間

🔳鶴川団地センター商店街コンバージョン計画のビジョン

　鶴川団地センター商店街は現状４棟の団地に囲まれた空間であり、
住民があまり来ないので、閉鎖的な空間となり、現状に対応できず繋
がりやコミュニティが生まれにくくなっている。

　本提案では拠点となる地域の複合施設として、日常的に利用しやす
く開放的な空間を持つ場が相応しいと考え、半屋外空間が混在し、住
民の活動が滲み出る建築を改修コンセプトとした。なお、今回は４棟
の内の１棟を図書館に改修したケースを提案する。
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🔳鶴川団地センター商店街の再生の分担わけ

🔳地域住民の活動の場となる半屋外空間

施工方法 部材をはめたり、取り付けるだけの容易な施工

　半屋外空間のスラブに溝と穴をあけておくことで、
簡単に取り付けが可能
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DIY 室

③引っ掛ける・取り付ける②はめる①ボルト・ネジを占める

基本的に３つの動作のみで作成ができるので
自分の場がハードル低く作れる。

　住民がいつでも作成ができるように各階にDIY室と作
業場を設置した。そこにはあらかじめ加工された材料や
機材が揃っているため、手軽にDIYを楽しむことができ
る。また、鶴川団地在住のコミュニティビルダーや近隣
の建築学生からわからないときは指導してもらえる。

団地共同再作生計画
-鶴川団地センター商店街のコンバージョンによるつながりの再構築 -

準備段階 検討段階 計画段階 実施段階

建築関係者

区分所有者

地域住民

準備段階 検討段階 計画段階 実施段階

建築関係者

区分所有者

地域住民

< 現在 >

< 提案 >

鶴川団地センター商店街を地域の複合施設にコンバージョン

「ライフスタイルに合わせて
住む場所を変える」

医療、商業、文化機能
が足りていない

現在の建て替え計画は建築関係者・区分所有者・地域住民の三者の参加段階には大
きな差が生まれてしまっている。これは再生計画のブラックボックス化にも繋がり、利用
者である住民達の意見が通りにくくなることは真の意味での再生計画にはならない。

　４段階において、三者が共同で団地の再生計画について考え、行動し、地域住
民が実施段階まで参加し、団地を「再び共に、作り生まれ変わらせる」新たな再
生計画を提案し、その再生計画を「共同再作生計画」と定義する。この計画は、
建築だけでなく、住民同士の繋がり・活動をも再生する。

ラーメン構造（一部耐震壁）のため
スケルトン部とインフィル部での改修を

建築関係者と住民で分担

居場所空間

ボランティア募集

企画立案

使い方の指導
現状報告

使い方の指導

現状報告

指導 ストックの活用

仕組みの提案

コミュニティビルダー 建築学生

設計者

地域の人たちが
必要な場所を作れる様に
サポートする！

室内・建物の施工

半屋外空間の施工

地域住民も含めた
ワークショップ

事業所

地域住民

統合

統合

管理 管理

監修 指導・教育
統合・工事終了

構造体への補修作業 設備機器の補修作業

部材の加工 組み立て・仕上げの作成

設計者

インフィル部や半屋外空間は
今後住民の利用方法によって変えられるように

簡単に施工できる仕組みを構築



１階　平面図 0 6 12 18 24m

閉架書庫

事務室

機械室

コピー室

ブックカフェ

トイレ

事務室

電気室

ホワイエ

エントランス

エントランス

広場

EV

自転車置き場

公園

前面道路と広場を複数のアプローチで繋ぎ、開放的な空間とする

🔳鶴川団地センター商店街の改修ダイアグラム 🔳CFD を用いた半屋外空間の風・温熱環境解析

　鶴川団地センター商店街が入っている４棟の団地はRCのラーメン構造だったため、一部
の内部の壁は取り壊しても問題ないと判断した。しかし、階段室型のため動線の確保が既
存駆体のままだけでは困難であった。そこで、アウトフレームを団地に設置することで、
耐震補強に加え、余裕を持たせフレキシブルな使われ方ができるように設計した。

　団地室内をより快適にするために、室内にある雑壁を撤去し、室内を大空間に使えるよ
うな工夫をした。加えて、窓枠を撤去することにより開口部を新たな入り口にし、屋内と
半屋外空間を繋げるようにした。新たに設置した壁面やスラブは利用者の行動範囲を拡張
する。

　鶴川の気象条件は、参考のデータがな
く近隣の町のデータを参照している。7月
から10月の初旬までは35℃以上の日が多
く、12月の中旬から3月の終わりまで15
℃以下の日が多いことが分かった。よっ
て、中間期となる4月から6月、10月から
11月の間で快適な温湿度にしたい。
　加えて、卓越風は冬の時期は北から、
夏の時期からは南風が吹き中間期は南風
と北風がどちらも拭くことが分かった。
よって、団地内の半屋外空間に吹く風は
南風と北風のどちらも考慮した風解析を
行う必要がある。

　鶴川団地は北寄りの風が高層マンションに
よって、団地と並行に吹くため冬の風は団地内
にはあまり吹かないが、南風は風速が高いまま
吹く恐れがあるので、風の操作をある程度する
必要がある。

01. 鶴川の気象条件の分析 02. 鶴川団地の屋外風解析の結果

北寄りの風

南寄りの風

SITE

SITE

03. 壁やボリュームの形状による風の流れ方

　風の吹く方向に対して、垂直に壁を設けるほど後ろに流れる風の風速は強まるのに対し、斜めに壁を
設けたり、局面の壁やルーバーを設置すると風の勢いが緩和される。

２F

南
寄
り
の
風

北
寄
り
の
風

３F ４F ５F

04. 風解析による半屋外空間の平面計画へのフィードバック

南寄りの風

北寄りの風

風に対し 30° 風に対し 45° 風に対し 60°

風に対し 90°

風に対し 110°

風に対し 180°

曲面：縦長 削り取り２削り取り１

曲面：横長 ルーバー壁

風に対し 135° 風に対し 150°

風に対し 100° 風に対し 120°

温度

湿度

風解析によるスタディのフローチャート

①仮の平面計画とボニュームスタディ
・動線計画やゾーニングのみで行う

②壁の形状による半屋外空間に流れる風解析

③目標値を定め、最適な形状のスタディを行う ④吹き抜けに流れる風を立体化し、把握する

・03の壁の形状による風の流れ方を参考に決定する

・夏は１m/s～2.5m/s の間で満遍なく、冬は 1m/s 以下

フィードバック
再解析

南寄りの風

北寄りの風

05. 温熱解析によるテラコッタ製のルーバーによる温熱環境

２階　平面図

３階　平面図

４階　平面図

５階　平面図
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200.0

2250.0

300.0

2500.0

350.0

2500.0

4800.0

350.0

Low-e ペアガラス
t＝１２

フッ素樹脂塗装
外装：St PL-9

スタイロフォーム
t＝50

既存駆体

額縁

アウトフレーム工法（柱）

アウトフレーム工法（梁）

床フローロング t=12
フローアクセスフロア
スラブ上断熱

断面詳細図

南風

中庭と直接つながる

南風

南風

④実施段階 平面図・断面図・パースによる団地・地域住民の暮らしの様子

🔳鶴川シミュレーションコンセプト

半屋外空間
屋内空間

半屋外空間
屋内空間

一様な空間

一様な空間

一様な空間

一様な空間

一様な空間

吹き抜けのある
大空間

吹き抜けのある
大空間

風に流れ風に流れ

　屋内空間のボリューム形状によって、風の流れ方は
変わってくるのではないか、団地に大胆な吹き抜け空
間を作ることで、光環境的にさまざまな特徴のある空
間ができると考え、シミュレーションを活用すること
で多様な空間を生み出す。

平面構成

断面構成

平均して-1℃温度を下げることがわかった

一般図書
人気図書コーナー

EV

子供図書コーナー
閉架図書

既存駆体

アウトフレーム

新規の壁

テラコッタ製のルーバー

新規スラブ

窓枠の撤去

雑壁の撤去
一部外壁撤去

テラコッタ製のルーバー

　テラコッタ製ルーバーは雨水・屋上緑化に用いた水
をルーバー内に通すことにより、水が染み出した際に
周囲の熱を奪「気化熱」を利用し、温度を下げること
が可能である。
　本提案でも、半屋外空間の快適な環境を実現するた
めに風解析で得られた結果を用いて、ルーバーの配置
位置を決定した。風の流れも利用しているので、奥ま
で涼しい風を送ることがシミュレーションを通して確
認できた。

一般図書
雑誌コーナー

DIY室兼材料庫 DIY室

作業場 EV

閉架図書

倉庫兼作業場

一般図書
材料庫

テラス
閉架図書

作業場

ミーティングルーム 閉架図書

ホワイエ



説明パネル

⽒名：神⼭祥太 所属：東京都⽴⼤学
都市環境学部建築学科4年

⾃⼰紹介

作品：卒業設計「団地共同再作⽣計画
ー鶴川団地センター商店街のコンバージョン計画に

よる⼈との繋がりの再構築」
作品概要
思い出や記憶に残る場所はいずれ壊され、更地なり、事後報告のように
建て替えられます。その再⽣プロセスに疑念を感じ、現在建て替え計画
が進⾏中であり、私の思い出の場所である鶴川団地センター商店街を団
地・地域住⺠との共同作業によって再⽣する「共同再作⽣計画」で再⽣
します。多くの団地は住⺠間の繋がりと交流が減っています。「もの」
だけでなく、「繋がり」をも⽣み出す共同作業は、新たな団地再⽣の鍵
になるでしょう。

🔳⾵環境 Flow Designer 🔳温熱環境 Flow Designer
半屋外空間に流れる⾵環境を把握・スタディする
ために使⽤した。
解析領域：幅：157m 奥⾏き：75.8m

（モデル形状の２倍の領域）
総メッシュ数：200000
外気条件
温度：25℃ ⾵速：３m/s 通⾵範囲
夏期：南 冬季：東北東 夏期：1-2m/s 冬期：1m/s以下

テラコッタ製ルーバーの配置決定・性能実験のため
使⽤した
解析領域：幅：157m 奥⾏き：75.8m

（モデル形状の２倍の領域）
総メッシュ数：200000
外気条件
温度：30℃ 表⾯温度：２２℃
夏期：南 冬季：東北東 ミスト：200ml：min

模型写真


